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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2022 年８月８日に公表した 2022 年 12 月期通期連結業績予想を下記のとおり修

正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

●連結業績予想の修正について 

2022 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年１月１日～2022 年 12 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想  (Ａ) 

( 2 0 2 2 年 8 月 8 日発表) 

百万円

92,400

百万円

12,400

百万円

12,500

百万円 

9,800 

円 銭

357.58

今 回 修 正 予 想  (Ｂ) 95,800 10,700 10,200 8,500 310.94

増 減 額    (Ｂ－Ａ) 3,400 △1,700 △2,300 △1,300 –

増 減 率      (％) 3.7% △13.7% △18.4% △13.3% –
 

※ご参考：対前期比較（収益認識基準適用前の比較） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

(調整後) 修正予想  (Ａ) 96,800 11,700 10,200 8,500 310.94

前 期 実 績     (Ｂ) 80,032 11,093 10,102 8,586 312.73

前期比増減額  (Ａ)-(Ｂ) 16,767 606 97 △86 –

前 期 比 増 減 率 (％) 21.0% 5.5% 1.0% △1.0% –
「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第 29 号 2020 年 3 月 31 日)等を 2022 年 12 月期の期首から適用しています。 
 
 
修正の理由 

当下半期においては、エネルギー価格高騰等により消費マインドの軟化が見られる欧州や、ロックダウンの

影響が残る中国において需要の軟化が見られました。為替影響を除く実質売上は若干想定を下回る見込みで

すが、受注残出荷の加速や、北米等の好調な地域でのカバーに努めた効果もあり、売上高は想定を上回る見込

みです。上記に加え、2022 年 10 月 3 日に買収した Drum Workshop 社（以下 DW 社）の連結を当第 4 四半

期から開始したこともアドオン（+25 億円）となり、結果として売上高は通期連結業績予想に対し+34 億円と

なる見込みです。 

利益面に関しては、需要の変化に対応し、値上げの一部を見合わせたこと、為替影響を除く実質的な売上が

想定を若干下回ったこと、輸送コストの減少が当期の損益には影響しなかったこと、また DW 社の買収に係
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る一時費用を計上したこと等が、想定からの減益要因となる見込みです。これら想定からの減益要因に対応す

るため、当第 4 四半期は経費執行の見直しに全社的に取り組み、数億円規模での販管費の削減を実行しました

が、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益については通期業績予想を下回る見込みです。 

なお今回、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益について下方修正をいたしますが、コロ

ナ以降の様々なコスト増をカバーする価格適正化の効果もあり、会計基準変更影響を除いたベースでは対前

期比で営業増益となる見込みです。2023 年 12 月期においても、部材コスト高止まりや、人件費高騰の影響は

ありますが、価格適正化の年間を通じての寄与や、海上輸送費等のコストダウンの効果発現等も期待されるこ

とから、対前期比で増益を見込んでおります。 

また売上高についても、中国の回復や欧州の成長軌道への回帰に加え、需要を喚起する新製品の発売やシェ

アの拡大に取り組むこと、また DW 社の連結効果が通年で寄与すること等から、対前期比で増収を見込んで

おります。 

2022 年 12 月期の連結業績および 2023 年 12 月期の連結業績予想については 2023 年 2 月 13 日に開示しま

す。 

なお、持続的かつ安定的な配当を行う観点から、期末の配当金予想（78 円）について修正の予定はござい

ません。 
 

（注）この資料に記載しております業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、今後様々

な要因により実際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。 

 

  以 上 


